
第 17 回 全日本大学開放推進機構 (UEJ) 大学開放研究会のお知らせ 

 

 

第一部 （報告）         地域課題の解決にコミットする大学のかたち 

                      ― 洲本市の域学連携事業から大学の社会貢献を考える 

 

第二部（ディスカッション）  いま、「大学開放」とは何か？ 

 

 

2020 年 1 月に WHO が COVID-19 を公表してから２年が過ぎました。このウイルスによるパ

ンデミックに世界中が苦しい状況に追い込まれています。ウイルス変異株オミクロンによる急速

な感染拡大が進む一方、コロナ禍をコントロールできる重要な手段の一つであるワクチン接種の

普及スピードは遅く、コロナ禍収束の見通しも立たない状況です。皆様もコロナ感染対策をしな

がら日常生活を展開していくことに、たいへんご苦慮しておられることと推察いたします。 

UEJ の関西地区メンバーを中心に運営してきました「大学開放研究会」も、同様に、この環境

変化に対応してウエブによる研究会運営に一昨年より転換しています。ウエブによる研究会です

が、研究会の財政的な持続性を確保するために、有料制を取っております。ご理解とご協力をお

願いいたします。 

第 1７ 回 UEJ 大学開放研究会では、龍谷大学政策学部の実践型教育プランナーの櫻井あかね

先生に「地域課題の解決にコミットする大学のかたち」のテーマで講演をお願い致しました。龍

谷大学政策学部は、学部設立当初から、地域と連携した研究教育の展開を学部教育の基軸として

きた学部です。 

ウエブによる研究会を続けると、その利点も見えてきました。一つは、物理的な距離に拘束さ

れず、遠方からの参加も可能なことです。もう一つは、アカデミックな研究会はどうしても同じ

専門分野の同じ立場の研究者による internal circulation になる傾向があるのですが、ウエブによ

る場合、テーマに関心のある方が分野・立場に関わらず参加していただけることです。これによ

って研究会がさらに広範囲の参加を得て、いろいろな視点からの討論が深まることが期待されま

す。会員だけでなく、大学と社会の関係性に関心のある方々のご参加を期待しております。 

 

UEJ 大学開放研究会 代表 河村 能夫 

 

 

日 時     2022 年 2 月 27 日（日）13：30－17：00  

 

開催方法    オンライン（Zoom）  http://ptix.at/UvIji5 

http://ptix.at/UvIji5


予定スケジュール            

 

総合司会 出相 泰裕（大阪教育大学教授） 

 

13：30   開会の挨拶・参加者自己紹介 

 

13：45   第一部（報告）地域課題の解決にコミットする大学のかたち 

―洲本市の域学連携事業から大学の社会貢献を考える 

櫻井 あかね（龍谷大学政策学部実践型教育プランナー） 

 

司会  河村 能夫（龍谷大学名誉教授）   

 

（要旨） 淡路島に位置する洲本市と龍谷大学が域学連携に取り組みはじめて 9 年目になり

ます。2013 年度に実施した総務省の「域学連携」地域活力創出モデル実証事業を

きっかけに、島外の複数の大学から学生が洲本市に通うようになりました。最近

では、関係人口のモデル地域として注目されています。龍谷大学では、地域再生

可能エネルギーや農漁業をテーマに、教育プログラムによる学生教育アプローチ

と、研究成果を地域実装した社会的事業アプローチを通して大学の社会貢献が実

現してきました。本報告では、大学の３つの使命である教育・研究・社会貢献に

焦点をあてて、大学開放の可能性について考えます。 

 

 

（櫻井 あかね ／ サクライ アカネ） 

龍谷大学大学院政策学研究科博士後期課程修了。龍谷大学 地域公共

人材・政策開発リサーチセンター（LORC）を経て、2019 年度より政

策学部・地域協働総合センターの実践型教育プランナーに着任。政策

学部で展開する地域連携型学修（Community Based Learning）、問題

解決学習（Problem Based Learning）、プロジェクト学習（Project 

Based Learning）の科目開発や実施をおこなう。再生可能エネルギー

を活用した地域再生、大学・地域連携について研究し、共著に『ため

池ソーラー発電と再エネ条例』『連携アプローチによるローカルガバ

ナンス』『持続可能な地域実現と大学の役割』などがある。 

 

 

～ 休憩 ～ 

 



15：30   第ニ部（ディスカッション）  いま、「大学開放」とは何か？ 

 

司会 出相 泰裕（大阪教育大学教授） 

 

（要旨）今日、職業能力の向上を目的として、「リカレント教育」「学び直し」という言葉

がよく使われるようになり、「職業実践力育成プログラム」の認定制度も創設さ

れました。一方、地方創生の文脈で地方活性化に向けての大学開放事業も多くみ

られています。時代も変容していきますが、「大学開放」は今日、どのような概

念を持ち、どうあるべきなのでしょうか？改めて参加者の間で確認し合いたいと

思います。 

 

17：00    終了予定  

 

 

◆ 参加申込み方法 ◆ 

 

対  象： UEJ 会員の他、大学開放や本テーマに関心のある方、学生など自由にご参加ください。  

 

参加費： UEJ 会員・一般（非会員）1,000 円 ／ 学生（学部・大学院）無料  

 

申込方法： 原則として、下記リンク Peatix (ピーティックス）より web 申込みください。  

ご不明な点がありましたら、下記事務局までお気軽にお問い合わせください。 

 

申込先： (Peatix)  http://ptix.at/UvIji5  

 

 

【zoom 視聴情報について】 

参加申込み完了後、Peatix よりメールでお知らせします。 

( @peatix.com からのメールを受信できるように設定をお願いします ) 

 

＜参考＞ セミナー支援サービス Peatix ヘルプページ 

https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/home 

 

お問い合わせメールアドレス 

（UEJ 大学開放研究会 事務局） ckamiya1031@gmail.com 

（大阪教育大学  出相 泰裕）  deai@cc.osaka-kyoiku.ac.jp 

http://ptix.at/UvIji5
https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/home
file:///C:/Users/Chiharu/Desktop/ckamiya1031@gmail.com
mailto:deai@cc.osaka-kyoiku.ac.jp

